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住空聞における子供の占める位置
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1. 研究の目的及び意義
かなり最近まで，我が国の住宅問題は数量不足という，
供給面での量的な問題のみに焦点が絞られ， 1住戸の絶
対的な大きさの問題，及び空間の賓の問題までも，云々
される余裕はなかった。しかし，それらが次第に充足さ
れるにつれ，その質的な問題にも自が向けられる様にな
ってきた。即ち，主婦の家事作業を考慮した，住居学的
な函からの台所計画，設備の技術的進歩iと伴う，浴室，
洗面所，便所等のユニ γ ト化，コアー化，家族の団撲を
中心とした居間，食事室の計図等有については，夫々，
設計の基礎資料となる様な研究が，各分野で行われて来
た。しかし子供の住空聞に関・してはほとんど考慮されて
いない。わずかに，小学校以上の子供について勉強塗が
考えられているのみであり，その空間の質的内容も検討
されていない。そ乙で，近年，住宅建設の主流を占めて
いる集合住宅において， ，子供の住空間をどう考えるか，
を追求するために，子供と住空間の関係、を種々な菌から
捕え，集合住宅における‘子供の位置、を解明していき
たいと思う。 一般に，r3才児jがよく問題にされるが，
特にとの時期の子供の毎日の生活は将来の人格形成の基
本となり，それを形づくる場である住宅及び，それをと
り囲む住環境も又，その形成iζ重要な影響を与えるから
である。そこで，ζζでは学令以下の子供について，そ
の生活行為と住空間の関係からそれらを追ってみたいと
思う。
1I.遊びにおける屋内、屋外空間の占有状態
~ 1.翻査の概要
集合住宅の屋内，屋外空聞において‘子供'がどのよ
うな‘位置‘を占めているかを抱擁するために，日常の
子供の生活行為及び，家具配置を中心に調査を行った。
対象としては末子で，学令前 (0"-'6才まで)の子供を
中心とし，調査項目によっては，小学生までを，年令ラ
ンク別lζ扱った。年令ランクは， a (0"-' 1才未満)，b 
( 1"-' 3才未満)， c (3 "-'学令以下)， d (小学校低学年)
e (小学校高学年)， f (中学校以上)に分類した。住戸
形式は空間の分化がみられるよう，面積，室数lζ比較的
余裕がある ζと，資料の検討上，同一平面裂でまとまっ
た戸数が得られるとと等を考慮して，千里ニュータウン
の青山台の3DK公団 R.c.アパ トー4]戸を選んだ。
直接住空間につながった庭の影響をみるために，久米国
の府営2DK，テラスハウス110戸を選定したが，住戸
の平面型が，アパ トーのものに比して，種々江点で問題
があったので，部分的な比較検討の資料とするにとどめ
た。 5.44年9月初旬， 1週間の留置記入調査をし，アパ
トー 374嬢，テラスハウス80票を資料として採用した。
両親の年令，収入， 学歴，職業，家族構成等を表ー1iζ 
示す。
~，も ??
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図ー1 アパート，テラスハウス平面図 1/1∞
表-1調査対象の概要
アノマート テラスノ、ウス
父 母 父 母
40"-' 50才 10.9% 1.9 7.5 1.2 
年 30"-' 39才 82.7 62.0 73.7 52.5 
令 20"-' 29才 5.9 36.1 18.8 46.3 
死 亡 0.5 。 。 。
大字院 3.7% 0.3 。 。
学 大 亭 的.0 14.7 12.5 。
短 大 0.5 11.5 1.2 2.5 
高 綬 21.4 55.9 32. 6 47.5 
中 事 1.6 4.8 17.5 16. 2 
歴
その他 7.5 5.1 13.7 3.8 
不 明 4.8 7. 7 21.3 30.0 
死 亡 0.5 。 1.2 。
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アノマート テラスノ、ウス
~ 1 ifj.門的技術的職葉 寸辺嘉 10.0 
2管理的車業 5.} 。
3 事務的職~ 77.3 65.0 
4販売的職業 1.3 1. 2 
事長 J6ー拘保安臣、、生産工、単純労働力 0.3 67.3 5 サービス 1.9 
7分類不能、不明 2.9 10.0 
イ 4万丞6万事 (月平均収入) 。 7.5 
収 ロ 4'" 4.5 切.0
ハ 6"'8万 21.1 30.0 
ニ 8"'10万 31.3 5.0 
ホ 1令、15万 31.0 。
入
へ15"-25万 6.2 。
トお万以上 1.6 。
チ不明 4.3 7.5 
アパー ト テラスノ、ウス
P-a-o-x 雪w|± (pP' : 両片親P-o-1-x 望E P-a-1-O 21 末子の年令P-a-2-x 
(ごb学1と令以3は下才P-o-3-x 。P-b-O-x 31 11 
族 P-b-O-o 3 
。
P-b-l-x 78 19 
P-b-l-o 9 1 
P-b-2-x Ú~ I 142 1 32 
P-b-2-o 1 末兄子弟以姉外妹数の機 P-b-3-x 1 
P'ート0-0 1 
.I:'-c~x 40 I一可6一 同居人P-c-O-o 8 
成 P-c-1-x 102 I 18 1 
有 O
予コ-1-0 5 165 27 無×
P-c-2-x 7 l 
P-c-2-o 2 
0 1 P'-c-2-x 1 
居 学
~ 2. 階数と屋内，屋外空間の占有度
まず，アパート型式の住戸のもつ，震内，外空間1の特
殊なつながり方が，子供の行動に如何なる影草野を与えて
いるかを，子供の生活の中心である「遊び」という行為
から考察してみた。
1. 遊び空間
子供の一日の生活行為から，アパートの居住階数別IC，
遊ぶ場所と，そとでの頻度をとってみた。(表-2)bラ
ンクでは階数の影響のみられるのは，@@⑥①:&iであ
る。@@室については， 3階までと，それ以上に発が大
きし 4"'5階になると，子供の行動範図が狭くなって
いる。③パルコニーについては， 1階のみが著しくなっ
ている。 ζれは，他iζ較べて，屋外空間とかなり密接な
関連をもっており，しかも危険を伴わないため，よく利
用されているものと思われる。①戸外については，明ら
かに階数と反比例している。 Cランクでは戸外の遊びは
変化はないが，①:;iIが子供室として，個室化する傾向が
あり，屋内の行動範囲は階数が増すに従い，広がる傾向
にある。
テラスハウスにおいては，その平函型の欠陥から，屋
内では各年令ランクとも，殆んどが階下のDKで遊んで
いる。屋外を，直接つながった庭と戸外とに分けると，
bランクのω労近くが，庭で遊んでいる。 c，dランクで
は逆に， 62%，剖%と， s量があるにもかかわらず.戸外
へ出ていく。以上のととから，身体的な発達がある程度
完成し， 1人で遊べるような年令， cランク以上になる
と，遊びの場所は，階数による影響を殆んどうけなくな
るといえる。
表-2 遊びの場所とその使用頻度(子供の生活行為より)
iランク別階数5JIJ頻度数の合計 、
使用額度回( ランク別階数日怜件数 ) 
dランク cランク
( 18 ) 
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表-3 遊び場所、外出頒度、遊びの継続時間
bランク cラン ク dラ ンク
アノマート テラス アパ ー ト テラス アノマート テラス
1FI2FI3FI4FI5F ハウス 1 FI2 FI3 FI4 FI5 F ハウス 1FI2FI3FI4FI5F ハウス
持ィバルコニー・
934271g270 2 8 1皿00、~，:( 。13.3 遊び 庭 10.5 15.0 10.0 23.0 。57.2 3.8 袋40主qM314d図a37。8 5.0 。同一一 ト一一ロ階段・踊場 。。。。。。1.9 。。6.3 。一ハ家(棟)の外 89.5 85.0 90.0 7.0 100.0 42.8 94.3 62.2 95.0 100.0 93.7 86.7 
遊び
の
た
め
の
遊び
の
集
ィ殆んど出な
b、 。。。3・210 
ロ 1 回 24.2 11.4 12. 5 9.71 17.1 
ハ 2~ 3回 15.2 20.4 33.3 35.51 17. 1 
ニ何度も 27.3 ]8.2 8.3 3.21 2.4 
ト一一一ー 『ー ーー
ホ不 明 33.3 50.0 45.8 
イ 10~ 15分 。
ロ30 分 位 16. 7 
ハ 1時間以上 21.2129.5 37.5 
一ニ不 明 39.4145.5 45.8 
2. 遊びのための外出頻度
bランク
1005'o 
50 
外
出
類
皮
48.41 63.4 。。
9. 7 12. 2 
41.9 22.0 
48.4 65.8 
。。。
。9.9 2.7 
21.0 16.8 37.8 
ト一一
15.8 50.0 
日.218.3 9.5 
5.3 2.8 5.4 
18.4 115.5 23.0 
10.5 59.2 63.5 
65.8 22.5 8.1 
cランク
。 。。4.0 
10.2 。14.8 20.0 
ト一一一一
37.3 18.6 29.6 48.0 
一
33.9 49.2 55.6 20.0 
18. 6 32.2 。8. 0 
3.4 3.5 1.5 。3.7 。
一
15.3 14. 0 12.1 お.7 7.4 20.0 
59.3 63.2 69. 7 39.0 7.8 80.0 
ト一一一一
2.0 17.3 16.7 37.3 11.1 。
dランク
。。。
一
25.0 18. 7 18.7 
45.0 37.5 62.$ 
30.0 25.0 18. 7 。18.7 。。6. 2 。
5.0 6.2 6.2 
85.0 75.0 87.5 
10.0 12.5 6.2 
1 1不明
. 何度も
1':，12 -3回
LJ1 回
5.3 
5.3 
21. 0 
57.9 
10.5 
10.5 
5.3 
63.2 
21.0 
陪数 1 2345 1 234512345 
図-2 遊びのための外出類皮
b， c， d，ランクとも階数がi錯す程戸外へ遊びlζ行く
回数は減少している。しかし，その影響度は年令別で呉
る。最も顕著に表われているのがbランクである。これ
は1"'3才という年令ランクが親の付き添いを必要とす
るためであろう。 1階において，遊びlと出る回数が r1
日1回Jが，比較的多くなってているのは，高さという
抵抗がないため，バルコニーでの遊びも，戸外での遊び
としての性格をもっているからではないかと思われる。
しかし，胞をもっテラスハウスでは， 11回」は全くな
し r2~3 回」が一般的傾向になっている。 cランクで
は，階数の影響が弱まっている。 2階までは， 1何度も」
( 19 ) 
出入りするが， 3"'5階まで，同じ傾向で， r2~3田J
と少なくなっている。テラスハウスはやはり， r何度も」
が主流を占めており， r 1回jが全くない。しかし，乙
れは空間のつながり方iζ由来するものではないと息われ
る。 dランクになると，階数による影響は更に弱まるが
1階とそれ以上の階との差は顕著に迂っている。テラス
ハウスについても同傾向である。即ち，成人と問機の，
「距般的な近さ感」が大きく支配しているものと考えら
れる。以上のように，遊びのための外出頻度は，年令lζ
より，その度合を変えるものの，居住階数と密接な関係
をもっといえる。
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3. 遊び時間
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図-3 遊びの継続時間
図-3は戸外での1回当りの遊びの継続時間を示す。
外出頻度と ζの継続時聞を関連させてみると，bランク
では，ほぽ反比例の関係にある。テラスハウスでは，頻
度が高くなるので，同様に 1回当りの|時間は短くなって
いる。 c，dランクについては， 1回当り遊び時間は階数
に殆んど左右されていない。テラスハウスlとみられる特
徴としては，長時間出たままになる率が少なく，130分位」
が多くなっている。乙れは階段等による影響ではな く，
庭が，屋内，外にわたる子供の行動を左右し，短時間の
出入りを多くさせているものと思われる。 b，cランクに
ついては，年令ランクが上るに従って，その時間は長く
なり，頻度も多くなる。 ζれは，屋内，屋外の遊び時間
配分が変化している ζとを示し，表-3と一致する。屋
内と屋外の遊び時間の比率と階数の関係をとってみたの
が，表-4である。乙れによると， b， Cランク聞の配分
比率が非常に異っているのがよくわかる。bランクでは
弱いながらも，階数が増すと，屋内で遊ぷ傾向がみられ
その相関がうかがえる。 cランクにおいては，殆んど，
その関連がみられない。
表-4屋内と屋外の遊び時間の比卒
ミ明時間色時官間官外
C ラ ン ク
量値間5のE間3の平時均値平時均屋/屋内外
時間 時間
1F 3.85 1.2 3.1 3.02.q 1.3 
2F 4.6 0.9 5.3 4.0 2.2 1.4 
3F 4.2 1.2 3.5 2.0 1.7 1.2 
4F 5.0 1.4 3.6 3.1 2.2 1.4 
5F 4.7 0.05 8.3 3.0 2.0 1.5 
s 庭・バルコニー
1. 庭，バルコニーと遊び
遊びの種類 アパートやテラスハウスのパJレコニーや
庭で行われる遊びをとってみたのが表ー5である。庭と
表-5庭、パノレコニーでの遊び ? ? ? ?
?
? ? ?
?
? …
??
?
?
? ?
?? ? 。
?
??
7}(遊び
並童立
遊 |ままCと
ぴ |おもちゃ遊び
|どっと遊び
の |外を見る
種|失 ιh|動物と遊ぶ
類 |植物と遊ぶ
プラ ンコ・スベリ台遊び
その他
3..6ヶ月未満
使 16..1才" I ~~. ~ I 
1 1..1.5才" 136.5135.0 
用 1.. 5""2. O:t " I__TIニ豆一I___Q:JL
12.0..2.5才" 1 5.3 1 1.3 
時 12.5..3.0才 " 1-可.8一「寸~一
期 |3.0才以上 I 1.1 I 1・3
l使用していない 1 3.2 I 1.3 
不明 I 16. 8 1 31. 3 
使 |絶えず出入りして遊ぷ は 包笠は臼盆
用 |時々出入りして遊ぶ I 3~ 4 I お.8
頻何百五百灰万ττ荷主否τ一円2. 5一I~一
度 |不明 円 王了円 1.了
パJレコニーで，行われる割合が非常1<:異る遊びがある乙
とがわる。即ら， 1砂遊びJiプランコ ・スベリ台遊び」
「外を見る」である。前二者が，比較的スペースを要す
るため，面積的1<:制約のあるバルコニーでは困難になっ
てくるからと考えられる。逆1<:パJレコニーでは， i外を
見るJという遊びが特徴的であった。その他の，ZE悶の
制約をあまりうけない遊びについては，その差はほとん
どみられなかった。
( 20 ) 
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表-6 降、バルコニ ー の必要性
アパートの親 テラス アパー卜の子供 テラスハウスの子供与~ 1FI2FI3FI4FI5FI ~.十 ハウス bラ|cラ|dラ bラ|cラ|dラの親 ンタ ンタ ンク ンタ ンク ンタ
絶対に必要と思う 44.3% 35.7 37.9 41.2 42.8 40.4 68.8 35.39杉74.9 8.4 18. 4 57.6 73. 7 
パルコニーでも我慢でき 一 一
る 8.9 9.5 7.6 5.9 6.5 7.7 6.2 
。。。。。。
要近くに遊び場があれば不 一 一 一43.0 47.6 54.<; 51.5 49.4 48.9 13.8 。。。。。。
余り必要と思わない 1.3 。。。。0.3 。1.7 ら4 7. 7 。1.7 5.3 
一 一
不 明 2.5 7.1 。1.4 1.3 2.7 11.2 63.0 18. 7 40. 7 21.0 
安心して遊べる場所がない 37.9% 鈎件
物生 (動物、績物)土、etc、自然物に接する織会がない 32.4 85 
水、砂遊びができない
「庭がなくて不便j
遊具のおき犠がない
の只.体例
外気浴、日光浴が気経』ζ出来ない
なんとなく不便
その他
使用時期，使用頻度 庭又はパルコニーへ山て遊びた
がる時期を求めてみた。両者とも. 1 才~ 1才 6 ヶ月未
満の問lζ最も多く使用され始め，次いで.6 ヶ月~ 1才
未満の頗となっている。使用し始める持続の差は両者の
IJnIζ殆んどみられなかった。遊びにそれらがどの程度o!
われているかをみると，両者とも. r絶えず出入りして
通産ぷjが肢も高率を占め. r時々 li入りして遊ぶj者も
含めれば印~70労近くにも淫している。
2. 鹿への指向
親と子供とでは子供の方が縫を強く要求している。又
年令ランクが高くなる程必要性を強く感じている。親lま
笑際iζ庭をもっテラスハウスの方が必要性を強く訴えて
いる。アパート居住者において，庭の必要性と階数の関
15.3 40 
3.8 10 
1.1 3 
7.2 19 
2.3 6 
述はない。アパートの殺は陛を絶対必要としているもの
と，それに代る遊び騒があれば特lζ必要なしというもの
がほぼ同lfilCtl¥ている。具体的に庇がなくて不便の理由
としては. r安心して遊べる場所がないJや 「生物や土
等の自然物iζ接する機会がω、J等が高率を占めてい
る。
H. 母と子のつながり
幼児期の子供の遊ひ'を左右する要因の1っとして，母
親の存在が考えられる。そ乙で.)伝子について，母親と
の関連を，空間的，時間的IC検討し，その接触がどのよ
うになされているかをさぐってみた。
l 接触時間
(児約・姉妹数別)
t年世ラ ンF別〉
a 
7;マー ト b 
c 
a 
テ，スハヲス b 
c 
。叫:u 5 10 0 ・~1IIl 5 10 
図-4接触時間
( 21) 
p-c-(トx
p・c+。
( h ，I 'I'~人時 (imJ!)
。時間 5 JO 
1 J問溢間行為
. .奥行為
1・:1・異同不明m 時々 Il触
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睡眠以外の行為で，母と子が同室にいる場合を何等か
の接触があると考え，接触時間を求めた。 r接触」の仕
方の内容を分類すると，同じ行為をしている場合と， 夫
h 別の行為をしている場合とが考えられる。又，一方
がある行為をしている室へ，他方が別の目的のために出
入りする場合が考えられ，その時々に，両者の閣で何等
かの交渉が行なわれるととがある。その様な場合を「時
有接触Jと考えた。全体的にいって，テラスハウスの方
が，接触時聞が長くなっている。乙れは平面構成上のま
ずさが，必然的iζ起因していると思える。逆にアパート
表-7室空間と行為別接触摩
I~ン|①室陣|①室炉室þ>室I@室|①室屋数|計
E 214&L4SES6刷7S458 3 ま± 判睡 a 53.3 b 52.8 自民 c 43.0 
昼t 調副宇 7.6 18. 3 寝 10.9 
翻会ドいlb 189曲S673 。牛判二 27.3 臼.067.~ 
:昨井 30.3 64.0 58.2 
タ
aCb 89164 司7U1485 1訓刷H ± ± 者食
:~~ 1三 ヰ1∞.0 45.4 f-ーーー1∞.0 61.3 100.0 37.0 
革車、u 
11.1 31.1 2.2 2.2 6.7 8.9 67.2 
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では各室のつながりが密なので，直接同室にいなくても
子供の綾子をみる乙とが出来たという要因も考えられ
る。年令ランク別では.bランクが最も接触時間が長く，
a. Cランクのj肢となっている。但し，テラスハウスのa
ランクの接触時間が長いのは前述した玉虫由によるもので
ある。 cランクは，年令からみても，動きが激しく，独
立した行為をし，母親への依存度は低くなって来ている
ためと考えられる。兄島 ・姉妹数による影響は，独立心
の芽生えるcランクにおいて著しく現われ，その数と反
比例している。同居人の有無による影響は各ランクにお
いてみられる。郎ち，同居人が有れば，母親との接触時
間は短くなる傾向がみられる。
2. 各行主主の室空間別嬢触
室空間の機能的分化がみられたのは，アパートのみで
あったので，テラスハウスについて分析しなかった。
(表一7)陵眠においては.a. bランクでは50%以上が
就寝分離出来ていない。@(号室が主そにの用途に供され
ている。 C ランクで就寝分離の芽生えがみられる。昼
寝は，接触度が低く，年令ではbランク』ζ最もみられ，
②③室中心である。食事lζ関しては.aランクは授乳中
心なので除外して考えると，①室中心に高い接触度を示
している。外出に関しでも.bランクが最も高い。乙れ
も.bランクという年令が如何1:母親との接触が多いか
を物語っている。
遊びにおける接触は，各ランクを通じて，居間IC使わ
れている②室での接触が多く，次いで戸外，①室 (D.
K.)となっている。特にbランクでは，戸外での遊びlζ
母親がついていくため，他ランクiζ比して，その接触が
非常に高くなっている。遊んでいる室へ時々犠子をみに
いくといった綴な「時々接触」が行なわれるのは，複数
室が最も多く.次いで②室，①室の順になっている。 aラ
ンクでは子供が一定で親の動きが考えられ，逆lζbラン
クでは，親が一定の室で仕事をしているのに対して， 子
供の動きが考えられる。 cランクになると，依存度カりP
なくなり，独立して遊ぶようになるので，全体の接触が
少なくなる傾向になっている。
1.住空間における子供の ・物、と ‘動き、
n 子供用家具の滞留
子供用家具，特1:乳幼児用家具は，その性格上，使用
期間が限定される。しかも，家具は大きな空間を占有す
るので，現状のように制約された住空間において，その
与える影響は大きい。そ乙で，所有，使用の実態及び，
その取得から処分までを追跡し，実際に住空間に与える
北浦 :住空間における子供の占める位誼 -107ー
影響を探ってみた。
1 子供用..具の所有と使用の実慾
所有率 代表的と~，われる乳幼児用家具16種の所有率
を求めてみた。 (図-5)所有率とは所有個数1ζ関係な
く，その家具を所有する世帯数の全世帯数IC対する比を
示している。アパート，テラスハウスの両者とも所有率
の高いのは.おもちゃ箱，幼児用椅子，オムツ干し.(ベ
ビーダンス)等である。両者の所有皐IC大差のあるのは
乳母車，歩行器，柵，入浴タライ，幼児用便器，プラン
図-5
コがあげられる。乙れらは比較的，住戸形式の差IC関係
するような家具類である。
所有個数$ どのような極類の家具が数多く所有され
ているかをみたのが表-8である。複数個所有の傾向の
強いものIC.オツ干し，おもちゃ箱，乱れかどがある。
オムツ干しに関しては全体の約%.{也については約%の
世街でその傾向がうかがえる。ベビーベット，歩行補助
探，入浴タライ，幼児用便務，ベビータンス等はほとん
ど，単数個しか所されていない。所有偲数率は住戸形式
Eコ 7~乞ト E・ 干;l^ウλ
表-8 子供用 家具の所有個数$
1 個 2 個 5 個
アJマー トlテラスアJマー ト テラスノ、ウス ノ、ウス アノマー トI;テ、ラウス アノマートI;テ、占ゥラス アパート|テラスハウス
ベビーベ ッ ト 1∞.0 1∞.0 。 。 。 。 。 。 。 。
ゆ り か ど 1∞.0 1∞.0 。 。 。 。 。 。 。 。
!1. れ カ〉 ど 65.5 62.0 23.2 31.0 9.3 3.5 0.7 3.5 1.3 。
一 一乳 母 ilI 96.5 96.2 3.5 3.8 。 。 。 。 。 。
一 一 一
歩行補助探 97.7 95.4 2.3 。 。 。 。 。 。 。
ベピ ー サー クル 100.0 1∞.0 。 。 。 。 。 。 。 。
さ く 1∞.0 76. 2 19. 0 。 。 。 。 4.8 。 。
幼 児 用 机 90.5 1∞.0 9.5 。 。 。 。 。 。 。
幼児期 格子 76.1 76. 0 20.0 8.7 2. 7 4.3 1.2 。 。 。
ベビーダンス 92.5 97.4 7.0 2.7 0.5 。 。 。 。 。
一 一 一入浴 タ 7 イ 96.7 95.6 3.3 4.4 。 。 。 。 。 。
一オ J，. ツ 午 し 38.6 21.4 33.5 38.1 19.1 28.6 7.2 4.8 1.5 7.1 
幼児 用 便器 95.8 1∞.0 4.2 。 。 。 。 。 。 。
ス ，、.、 4口・、 100.0 100.0 。 。 。 。 。 。 。 。
プ フ ン コ 97.3 1∞.0 2.7 。 。 。 。 。 。 。
お も ち や箱 58.2 73.1 25.1 11.9 1-4 11.9 3.1 3.0 2.3 。
( 23 ) 
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にあまり影響されておらず，各家具固有の性質 という要
因によっていると考えられる。
使用率 図ー6は所有家具についての使用率をとった
ものである。おもちゃ箱，ベピータンス， 幼児用机ω 幼
児用椅子，乱れかどは非常に高い使用率を示している。
比較的所有されているのに使用率の低い家具として，歩
行補助器，入浴タ ライ， 幼児用便~li. ベビーベ ッ トがあ
げられる。乙れらは子供の成長IC伴い，必要とはなるが
その使用出来る期間は比較的短い家具類である。
使用していないのに待っている理由 使用率の低い4
つの家具一一歩行補助器，入浴タライ，幼児用便器，ベ
ビー ベッ トについては. r将来(次の子lζ)使う見込み
があるjという理由が最も多かった。次IC多い理由とし
て，本来の目的以外の用途に使う 「転用」があげられ
る。入浴タライやオムツ干し等は乙の転用がよくなされ
ているようである。乳母車，歩行補助器等，その用途が
表-9 子供用家具、 使用していないのに持っている理由
:下毛1.将う見来又込使みE2，f2テ翠ラ
3.転 用4く.なおいんてとなあ5の.処は分f昔すしいる6.不明7.記入なし 8.その語る理由
がある る から
ト スハ ト スハ ト スハ ト スハ ト スハ ト スハ ト スハ
ウス ウス ウス ウス ウス ウス ウス
ベ ビーベ γ ト 37. 0% 37.5 13.7 18.8 8.2 。4.1 6.3 6.S 。8.2 。17.8 37.5 4.1 。
ゆ り 台、 ζ 30.8 33.3 15.4 。30.8 。7.7 33.3 7.7 。7.7 。。33.3 。。
一
れ 乾 か ζ 28.0 。4.0 。20.0 。4.0 。。。4.0 4.0 28.0 28.0 12.0 12.0 
ト一一一
乳 母 車 54. 3 40.0 14.1 。1.8 。8.8 。。。5.3 。10.5 2()' 0 5.3 40.0 
歩行 補助 器 45.4 38.1 14. 0 19.1 1.2 。5.8 4.8 ~.5 9.5 5.8 4.8 22.1 23.8 2.~ 。
ト一一一 一
ベ ビーサークル 34.5 。20.7 50.0 。。3.4 。3.4 。6.9 50.0 24.1 。6.9 。一さ く 20.0 33.3 20.0 33.3 20.0 。20.0 。。。。。20.0 誌 3。。
幼 児 用 机 3.3 。3. 3 。。。。。。。。。3.3 1∞.0 。。
ト一一一一
幼児 用イ ス 23.1 。11. ~ 33.3 1.5 。11.5 。3.8 。7. i 。30. f 6.7 。。
ト一一ー 』一一一
ベ ビ ー ダンス 。。16.7 。16.7 。。。。。16.7 。50.0 。。。
入浴タ ラ イ 31.9 16. 7 6.6 5.6 お.111.1 4.4 5.6 8.f 5.~ 6.E 。 IF恒三。
オムツ 干 し 29.6 20.0 2.3 20.0 31.8 20. ( 2.3 。6.8 20. C 4. ~ 。22.7 20.0 。。
は2 ト一一一幼児 用 便器 40.9 28.6 10. ~ 14.3 。。8.6 。4.8 。8.6 19.0 28.6 14.3 
←一一一 ト一一一
ス ，、A d口』 33.3 。。。。。。。。。33.3 。33.3 100.0 。。
一 一
プ 7 ン コ 29.4 50.0 17.7 。5.9 。。。5.9 。23.5 。17.7 50.0 。。
一一一一ート一一一ー
おもちゃ 箱 42. 9 。28.6 。14.3 。。。。。。。14.3 。。。
( 24 ) 
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明確で，機能的にも転用がきかないようなものに関して
は「将来処分するつもりだが，それまでの間おいである」
というのが割合みられ，出IJ約された狭い空間jをさらに狭
くさせる原因の1つをなしているようである。
2. 子供用*具の取得と処分
取得時期 図ー7から半数以上が閉じ時期に取得して
いる家具としては，ベビーベット，ゆりかど，ベビーサ
ークJレ，入浴タラ イ，オムツ干し，幼児用机がある。半
数lζも達しないが，乱れかど，ベビータンスも乙れらに
近い傾向を示している。幼児用机以外は，全て，子供が
0..._2ヶ月の間lζ取得，されている。幼児用机に関しては
2才以上で取得されている。それ以外は短期間1:集中し
ていないが，乳母車，歩行補助器，柵は殆んど生後1年
以内?と，幼児用便Mは1年5ヶ月以内に取得されてい
1∞ 
(% 
ベピーベット ゆりかと
50 
切
50 
?
???
? ?
? ?
??
?
?
幼児用便法 スベリ台
50 
空竺 7パート 図-7 子供用家具の取得時}~J
・・・・テラスハワス
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る。幼児用椅子は，他のものと少しその取得のきれ方が
契っている。スベリ台，ブランコ等の遊具lζ関しては，
一定の時期に取得されるという傾向はみられなかった。
処分家具 表-10から， 処分率の高い家具は，ベビー
ベット，乳母車，歩行補助器等，主lζ用途が限定され，
大きなスペースを要する物に集中している。所有率が高
いのに，処分率の低い物として，ベビーダンス，おもち
ゃ箱，乱れかどがあり，不用になった後も月IJの用途K使
われている。
処分方法 乳母車，歩行器は「捨てるJiあげるJが
中心である。その他の家具についても乙のニつの方法が
多いが，ベピーベッ トと入浴タ ライ1:関しては，少し異
る傾向がみられた。即ち「あげる」についで， r返す」
が高率を占めていた。乙れは他家から借りるという乙と
乱れかど 乳 r.t車
( 25 ) 
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表ー10 子供用の 処 分家具と処分 方 法
居 学
=入 ア ，宅 ト テラス ハ ウス処分率 処分方法 処分率 処分方法(件数) 捨てる|あげる陣すその他不 明 (件数) ぷ司あげる障 す|その他|不明
ベビ ーベット 23.7%(156) 15.5% 42. 8 38.5 3.3 。23.3% (20) 5.0% 70.0 25.0 。。
一
ゆ り か ζ 2.9 (19) ω.2 31.3 5.3 。。1..0 (6) 33.3 66.7 。。。
乱 fL IJ) ζ 0.5 (3) 6.7 33.3 。。。3.5 (3) 6.7 33. 3 。。。
一
乳 母 車 2. 6 (49) 61.7 32. 9 2.0 2.7 0.7 23.3 (20) 40.0 40.0 。10.0 10.0 
一 一
歩行補助~ 15.0 (99) 52. 5 42. 4 2.1 3.0 。15.1 (3) 4&1 46.1 7.8 。。
一 一
ベビーサークル 0.5 (3) 6.7 33.9 。。。2.3 (2) 50.0 日.0 。。。
一 一
さ く 1.4 (9) 4.4 22.2 1.1 11.1 1.1 1.2 (1) I∞.0 。。。。
一
幼 児用 机 0.6 (4) 77.7 22.2 。。。 。(0) 。。。。。
一
幼児 用イ ス 5. 6 (37) 54.0 46. 0 。。。。(0) 。。。。。
ベビ ータ ンス 0.3 (2) 。l(ゆ.0 。。。。(0) 。。。。。
一
入浴タライ 7.8 (51) 1.8 56.9 25.5 5.8 。3.5 (3) 6.7 33.3 。。。
一 一 一 一
オムツ干し 3.2 (21) 81.0 9.4 4.8 。4.8 5.8 (5) 80.0 20.0 。。。
一
幼児 用 ~~ 9.6 (日)52. 3 4. 4 。1.6 1.6 9.3 (8) 62. 5 37.5 。。。
一
す A之 り ti 2.0 (13) 23.1 69.2 。7.7 。2.3 (2) 50.0 50.0 。。。
l司 F ・ーーー ー 一
プ 7 ン コ 4.1 (27) 44.5 4C.7 。14.8 。2.3 (2) 1∞.0 。。。。
おも ちゃ 初 0.3 (2) 1∞.0 。。。。1.2 (1) 1∞.0 。。。。
計 43.2 4u. 7 12.31 3.4 0.6 L(渇.1 (86) 41.8 46. 5 6.95 
の他に，特iζベビーベット組については，レンター制度:
の普及という乙とが原因ではないかと息われる。
所有期間 比較的多く処分されている家具5種ーーベ
ビーベッ ト， 歩行
ライ， (にζついて所有期問を3調週ベてみると，全体的に約5
年以下といえる。子供J'IJ家具の所有期間を支配する要因
の1つに兄弟数が考えられる。そ乙でアパー トについて
その所有期間との関係を検討してみた。{図-9)その
結果，どの品目についてもその影響が認められた。
~ 2. ‘物'からみた子供のスペース
家具の種類及び配置は空間の機能を大きく決定づけ
る。そζで， その笠聞に配置されている家具から逆(r.室
空間の性絡を求めてみた。特Ir.子供を中心とした室空間
構成をみるため，子供の使用している家只をも，とる乙
とによって，その窓における子供の占める位1置を明らか
にした。テラスハウスについては，空間が俊能的IL未分
化のまま，ある一室のみに集中して佼われていたので，
乙乙ではアパートのみを分析の対象として選んだ。
1. 各室における家具配置
具体的に記入してもらった家具配低から，それを31種
に分類し，家族構成別IL，各室の家具の配置状態を求め
た。(図-10，}1.) 
①重 一般に食卓，食器棚，冷蔵庫が1∞%近い配置率
で，D.K.としての性格が強く，それ以外の婆紫は殆ん
どみられなかった。わずかにCランクにおいて， ミシン
の配置率が他ランクより高く，家事室としての性格が，
少しうかがえた。
①室 テレビが90%近く留かれており，明らかに団祭の
室と考ーえられた。盤理ダンス，洋ダンスの収納家具の配
置E与が高くなっているのは，f也~に比して壁面が多いζ
とが， その原因と考えられよう。 a，bランクにおいて
( 26 ) 
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図-1
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は，おもちゃ箱の配置が高い乙とから，遊びの室になっ
ていると考えられる。
③室 洋ダンス，鏡台が多くおかれており， 一般的IC収
納，身づくろいの室と考えられる。ただaランクにおい
ては，ベビーベットが多くおかれており，子供の就寝の
室となっている。又.a， bランクではおもちゃ箱が高
い配位率を示し，遊びの要素も考えられる。
①室 他室iζ比べ，本鶴が高い配置率を示している。 a
ランクでは，鋭台，ミシン，タンス類，机が多く，容斉
文は主婦室と考えられる。cランクでは，おもちゃ箱，
机，子供用机，子供用タ ンスが多く，子供宝として，個
室化の傾向がみられる。 bランクでは，それらがいり混
り，性絡が明らかでない。
@(oo)室 ⑤室は平面図より，浴室，通路，玄関，物置部
分である。洗濯織の配置が90%あり，洗滋スペースとし
ての性格が強く現われている。@はパJレコニー であり，
物低的iζ使用されている。①は階段室，戸外をさしてい
たが，殆んど熊解答であった。
2. 家具配置からみた重空間の性格づけ
lr.位されている家具から，各室空間の性格を明らかに
するため， さらに家具の主な用途を食事，睡眠， 遊び，
収納，団繁， Study家事の7種IC分類した。家族構成別
IC.各室について，その性格づけを行ない，様式的に表
わしたのが図ー12である。 「食事j用の家具は食卓を中
心にみた。各型とも，①室1:集中していた。「睡眠jは
ベットを中心にみた。和式就寝が主なので，ベットの配
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図-12 家具lζよる各室の位絡
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置率会主少なく，判断し難かった。 r遊びJ用は子供だけ
を考えているので，おもちゃ箱を中心に考察した。 r収
納jはタンス類.r団集jは.T.V，ステレオ，プレー
ヤー類を中心に判断した。これも③霊alζ集中している。
rStudy Jは机，椅子.r家事j はミシンの配置を中心
IC判断した。図において，アルフ 7ベッ ト記号ICO印は
子供用及び子供が使っている家具.( )印は最も強い
性格ではないが，それに準ずるものを示している。
n ‘動き、からみた子供のスペース
1 各室における子供の生活行為
住空間内での子供の動きを捕えるために，ヨ伝子の生活
行為を2替え，その主なもの15(朝食，昼食，夕食，おや
つ，就寝，昼夜，着着え，勉強.絵本をみる，どっζ遊
び，乗物遊び，水遊び，スベリ台・プランコ遊び，自由
遊び，創作遊び〉をあげて，それを平面図の具体的に行
われる場所IC記入してもらった。その集計結果が，図-
13である。
①室 食事はaランクでは，年令的な要因により，図形
余しカユ行われていないが.b， Cランクでは90%以上に
なっている。食事室としての性格が明裕で，{也の行為が
行われる乙とは少ないが， bランクで乗物遊びが行われ
ているのカE少しめだっ。
③室 各ランクを通じて着替え，自由遊びが著しくめだ
っている。特にbランクで，その傾向が強く出ている。
aランクでは授乳と考えられる食事が行われている。乙
の室では絵本をみるといった毅の助けを要する遊びが最
も多く行われている。
③室 aランクではE量鼠が中心で，それに伴う着答えが
①室と間程度行われている。食事も少しではあるがみう
けられる。 b，Cランクも睡眠，着替えが中心である。 b
ランクでは遊びが②室に次いで多くなっている。 C ラン
クでは霊眠が他のランクK較べて，①2主に移行してい
る。しかも着替えと睡眠が同室になる傾向がみられる。
①重 aランクでは就寝がわずかにある以外，全く子供
の行為が存在しない。bランクは率は低いが， 全体的に
③室と似た傾向を示している。 cランクでは，睡眠，務
がえ，遊び等の生活行為の多くの部分カ将すわれており，
子供室の~ばえがうかがえる。
@(oo)室 調査した時期の影響もあり.b. Cランクは水
遊びがよく行われ，その行為はみられなかった。
2. ~主活行為からみた室空間の性格づけ
調査した15種の子供の生活行為を，先に求めた家具配
値等とも対応させた形で，大きく食事，睡眠遊び，身仕
( 34 ) 
-119ー北浦:{主空間における子供の占める位置
aランタ
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1213 14 15 
1∞ 
%J 
50 
。」
?
? ? ? 『 ?
?、 、 、 ?
?
??
?，?
?
??
?
? ?
?
??
?
??
?
?
?
?
? ?
?
?
???
??』?
?
?? ?
?
??
?
??
?
?
?
?
??
?
??
?
? ?
?
?
?
?
?
???
四ーー 兄弟数口
一目 見it.数1
-ー 兄車数2
持軍向居人轟L
銅線同居人有q
aランク1∞% 
50 
。
bランク
100 
% 
50 
。
bランク
???????
? ??
、 ?
? ?? ，??
?、?
?
?
??
?，?
????? ?。 。???????。。 ，?，ょ
100% 
50 
。
Cランク
?????
?
???????。， ??????????????? ?。 。?
? ?
????
?
? ??
， ?
??
100 
n/ 
10 
50 
。? 、???????????
?
?
?
??? ???
?
???
??
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?、
?
?
ヮ??
cランク
1ω96 
50 
。
②室子供の生活行為
図-13
( 35 ) 
-120ー 住 居学
1∞% aランク 1∞.% aランク
50 50 
。
???
?
?
?… …。， ?? ?
?
??
? ?
?
? ????????? ，???????? 。。 ，?? ?
。
1 2 3 4 5 6 7 89 10 11 12 13 14 15 
、
bランク
1∞ 
% bランク1∞負6
50 50 
O1 ./ JF、z I， マー廃 也 E 。
12345678910111213H15 1 2 3 4 5 6 7 '8 9 1011 1213.14 15 
1∞j ll∞%{ Cランタ cランク
ハAた|ω
~ l....1-rI-..J_ 。
1 2 3 .~ 5 6 7 S 9 10 1112 13 14 15 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 
子 供 の生 活 行為 ③室 子供の 生 活行為 ① 2包
図ー13
( 36 ) 
北語Ii:住空間における子供の占める位置 -121ー
皮の 4 つに分類した。家族構成別iζ各室の子供の~活行
為をいちづけると空間との関連は図ー14のようになる。
QラLフ bラムク C予」ンク
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図-14 各室における子供の行為
H， 子供の住空間の成りたち
1. パターン分け
各室iζ置いてある家具と，子供の使っている家具をチ
ェックする ζとで，その中での子供の生活をいちづけて
みた。次iζ直接的に求めた子供の生活行為と住空間との
関連から，子供の領域をさらに浮き出させ，大人のそれ
とのかかわりあい，歪み毒事を明確に把握したい。そ乙で
末子I三関して，現状の子供の空間の確保のされ方を前述
の分析結果図ー12と図ー14の相関を検討するととによっ
て，代表的ないくつかのパターンIC分けてみた。
I.子供笠孤立型 (ex.P-C-1-Xにみられる。)
遊び，勉強L睡眠，身じたく等の生活行為の殆んどす
べてが，ある特定の室で行われる場合，乙ζでは空間がJ
ICIま①主にその傾向がみられる。米子がcランクで，兄
弟姉妹が1人いる場合には，兄弟姉妹はさ1:令前後になっ
ているので，それが子供主硲立の推進力になっていると
忠われる。
I 子供2員総iL前期 (ex.P-C-O-X， P-C-2・X)
①室において，子供室の茅ばえはみられるが，まだ完
全に親との空間分化がなされていない。兄揚がない場合
は，紡神的独立が遅れるためと思われる。兄弟数が2以
上の場合は空間(1'.Jなl!，1l約がその原因になっていると推量
される。後者の末子以外の2人の子供iζ関しては①2震が
子供室になっている。
1.寝室，遊びコーナー確立型 (ex.P-a-O-X， P-a-
1-X) 
寝室と遊びコ ナーーが失身別の室で確保されている。
aランクの末子にみられる傾向である。乙の年令ランク
では， ベビーベットで寝ているので，③.~が陸恨の3[と
なり，遊びlま殺の自の!高きやすい②窓が中心になってい
る。
lV. j佐びコーナー確立型 (ex.P-a-1-0， P-b-O-X， 
P-C-O-O) 
遊びのためのコーナーのみ決っている場合，同居人が
いるととによって，空間的なlL~J約をうけている乙とが多
い。①室が同居人又は親の空間になっており，遊びのコ
ーナー は②室又は①?tt1C確保されている。
V，子供空間不在型 (ex.P-a-2-X， P-b-1-X， P-b-
1-0， P-b-2-X) 
特にその子供羽'用のスペースが住空間のどこにもいち
づけられていない場合，全く，大人の住空間の中IC混在
分散してしまっており，部分的にも子供のためのスペー
スとしての性絡づけがない。同居ー人や兄弟数の多さ士事の
制約で必然的な空間分化が起らなくなっていると考えら
れる。
2. 子供空間を支配する諸要因の分析
i )年令
食事はaランクの場合，授乳という形態をとるため，
Gゆ室で行われているが， b， cランクでは①室のみで
行われている。睡眠は各ランクとも③室が多いが，特IC
aランクのベピーベ yトが強く現われている。 cランク
では①室での睡眠が期加している。遊びはaランクでは
親の自の届きやすい②室で行なわれ， bランクになると
まだ②釜lC重点をおきながらも@①室へと広がりをみせ
ている。 cランクでは，①室での遊びのウエイトが火に
なる。身じたく，着結えもaランクの②室中心から， b， 
C ランクになるに従い，③，①室へと移行している。以
上の織に子供の年令とその空間とのつながりは非常に強
い。日IJの見方をすれば，子供の年令と毅，特lζ母親との
つながり方が，空1mとのつながりを規定しているとも考
えられる。
i)家族構成
兄5fI・姉妹数 食事IC闘しては変化はない。睡眠は兄
.弟・姉妹数0，1 ~では変化はないが，乙の時には各ラン
クとも③三五で行われるようになる。遊びはaランクでは
( 37) 
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変化なく.bランクでli，兄弟・姉妹が1人いると.@
~にも広がりをみせるが， 2人以上になると，①室では
遊ばなくなる。遊び笠聞に関しては， a， bランクの末
子では，兄弟・姉妹数よりむしろ，それの属する年令ラ
ンクlζ大きく支配されている。 cランクの末子で，兄弟
数が滑却すれば，子供用の Study家具か匂遣に移行す
る傾向がみられた。
同居人 同居人が居る乙とによって，各ランクとも，
遊び.Study. 子供用 Study，家事用の家具が①室か
らなくなっている。①室における子供の生活行為は.a 
ランクでは関係ないが， bランクでは，遊びが，cラン
クでは遊びと身じたくという行為がみられなくなってい
る。I!限については b，cランクともそζで行われてい
る。以上の乙とから，子供室確立に関しては，乙の様な
一定の空間では，末子にとって，兄弟・姉妹数1は正の
要因となり， 0， 2以上，及び同居人は負の要因となる
乙とが解った。
ii)住戸形式
アパートとテラスハウスをとりあげて.その差をみよ
うと思ったが，テラスハウスにおいて平面型の欠陥から
盆空間の織能的分化がみられなかったので，比較検討出
来なかった。しかし，庭の有無，二階建，毘外空間との
つながりにおける抵抗等身，夫々の面で，それらが子供
のスペ スーICi震いつながりをもって彰響しあっている乙
とがわかった。
居 学
iv) .の年令，収入，学歴，.. 
アパートの居住者層の年令は父怨がお代，母掛$2ト
初代と比較的若く，収入6-15万.学歴は父銀は大卒が
多< (ω質的，母起は高卒(帥紛が多かった。曜U~(ま.
事務従事者が80%を占めているととから，インテリホワ
イトカラ一層といえよう。それに比して，テラスハウス
の居住者は少し実り，ブルーカラー約ホワイトカラ一層
となっており，全体的に，階層としての釜が嫌々な面で
少しずつ現われていたと思える。乙れに関してはその要
因をもっとしぼって，再度研究する必要があると恩われ
る.
"¥1.成長に伴う空間要求と観の対応
H 子供の空間襲攻の段階
与えられた住空間は常K一定であり，変化しない。し
かし，そζで生活する家族は1{i1C成長している。特IC子
供に関しては，著しく，急激であり，その対応lζ常Iζ留
窓しなければならない。そ乙で，子供の年令と欲求する
空間の質との関係を求めてみる必要がある。表-11に子
供が遊ぶ空間を母親との関係で直接的に犯えてみた。今
まで述べて来た織に.bランクでは非常に影響されてい
るがcランクになると殆んど影響されなくなっている。
空間を欲求する時期についても， I孟iまcランクで完成さ
れるといえる。要求する空間の範囲も，自分の持物をい
れる箱から.J!T.mの家具やその一部，場所という風((，
表-11 子供の空間欲求と貌の対応
----- ア r~ ー ト テラスノ、ウス陣ランクIbランクトランク| 針 同ラ ンクIbランクFラリ| 針母 懇 の b、 る 所 13.5% 9.9 2.6 7.2 14. 4 9.3 7.2 9.7 
訟主書の‘。の曹室』
母観の安の見える所 23.6 48-0 20.4 31.5 19.0 34.3 14.4 25-2 
母よ書い提の姿が見えても見えなくても ll.9 35-1 73.0 47.6 。34.3 57.0 32. 5 
母親 の b、 な い所 。 。 。 。 。 3.1 3-5 2. 43 
不 明 51.0 7.0 4.0 13. 6 6.6 19.0 17.9 30.1 
空欲求Il合宵熊の
し た 乙 と が有 る 1.5% 14. 8 70-9 37.0 。12.5 4&1 21.2 
し Tこ 乙 と が無 む、 59.7 72.5 23.0 48-5 42.9 50.0 忽1.6 41.2 
不 明 38-8 12. 7 ら1 14. 5 57.1 37.5 2.2 37.5 
求空思期時の
0-1才 未iJi 1.5% ン/。1-3才 11 53.6 58-8 
3-学令以下 44. 9 41.2 
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一---一一ーー~一一
アノマー ト ア 7 スノ、 ウス
a ランク~ランク [c ランク| 計 a ランク~ラ ンクIcラ ンク | 告「
自 分 の 室 o % 1.7 1.5 。。 。
子供カt 自分の場所(コーナー) 5.0 6.0 5.8 25.0 15.4 17.6 
欲求す
自分の持物をおく所 25.0 20.5 21.0 。30.8 23.5 
一
耳5 用 の 家 具 。 8.5 7.2 。 7.7 5.9 
る
と 家 具 。〉 部 (抽出し) 15. 0 25.6 23.9 25.0 7.7 11.8 
空間
自分の持物をいれる箱 45. 0 21.4 24. 6 。 30.8 23.5 
の
範囲 そ の 他 。 0.9 O. 7 。 。。
不 明 10.0 15.4 15.2 切.0 7. 7 17.6 
子供鰐長tζ不満伴う
不 議 あ り 28. 49ぢ 41.6 58.2 
@3161ら640539aる45 1
46.9 55.5 51. 3 
不 満 な し 23.9 44.4 33.9 21.9 29.6 21.2 
不 明 47.8 14.0 7.9 31.2 14.8 幻.5
親 室 面 積 不 足 63. 19ぢ 52.5 50.0 52.3 27.3 26.7 66.6 41. 4 
の
不満 室 数 不 足 10.5 33.9 39.6 35.0 45.5 前.6 26. 7 46. 4 
の
理
子供室 iζ適した 室なし 10.5 13. 6 5.2 8.6 36. 4 26. 7 13. 3 24.4 
由 そ の 他 5.3 27.1 9. 4 13. 2 9.1 26. 7 20.0 19.5 
室 を 与 え た 5.0.% 7.7 7.3 。 。 。
親
専用コー ナ ーを与えた 10.0 8.5 8.7 25.0 11.1 16. 7 
一
の 持物をおく場所を決めた 15.0 9.4 10.2 。33. 3 25.0 
対 一専用の家具を 与 えた 。 20.6 J7.弓 。 。 。
応 一 一
の 家具の 1 部を 与 えた 35.0 27.0 23. 1 25.0 11.1 16. 7 
方 専用の箱を与えた 15.0 12. 8 l3.0 25.0 2.2 25.0 
法
何 もしてや らなかった 10.0 6.0 ら5 。1.1 8.3 
一
不 明
年令ランクと共に広がってきている。小学生の d，eラ
ンクでは勉強，睡眠，遊びが行われる室を子供室として
イメージしている。居住空間の迷いによる影響は直接的
にはあまり出て来なかった。しかし，記入者である親の
考え方を通して，乙乙では，それが階庖的なものとして
少し現われて来ていると思える。
ij 2. 現荻空間の矛盾との対応
具体的に生じて来た不誌や矛盾を親の立場から求めて
みると，テラスハウスについては，基本的iζ不満が非常
に多く， 子供の成長が原因しているものが，明確に把握
5.0 
( 39 ) 
。 1.5 25.0 1.1 8.3 
し難かった。アパートにおいて a，bランクでは不満を
持つ者とそうでない者がほぼ向車を占めているが， cラ
ンクになると.急、1<:不満ありが高率を占めるようになる。
末子がcランクになると種々な意味で，その子供1:占有
される空間がその家族の住空聞に影響を与える程大きく
なってくるためと思われる。 不満の理由としては，aラ
ンクでは函積不足が主流を占め， cランクiζなると，~さ
数不足1:も重点が移っている。乙れは子供の発達段階の
欲求の特徴をよく現われている。即ち， aランクではま
だ室内での運動を伴う遊びが生活の大半を占めているの
で，宝の広がりが非常に要求されており， cランクでは
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プライパシ一意識，空間欲求の芽ばえがみられる領なの
で，独立した専用の32が要求されるからであろう。そ乙
で，それらを如何に処理し，対応させているかをみた。
aランクでは殺の側から全くなにもなされていなかった。
b， Cランクではー獲を与える乙とは困難なので， 専用
の家具や，家具のー忽 (抽出し等〉を与えたり，持物を
おく所を決めたりしてその欲求を解決しているようであ
る。又，一定の空間における 1つの解決法として，家具
の配置替えが行われている。アパート居住者の90.%近く
が，何等かの意味でそれを行なっており，その理由の中
でも，子供のためがやはり高率を占めている。具体的に
その目的を求めてみると， r机，本初で勉強する場所を
作るためJがやはり最も多く，次いで，空間を広くした
り.幼児用家具を置いたりすをため，子供室，子供コー
ナーを作るためとなっている。即ち，初期の新しく増え
た幼児用家具の置場を作るための配置替えから，遊び空
|聞を広くするため，おもちゃ雪撃を置く子供のコーナーを
作るため，入学を契機IC勉強する場所を作るため，独立
した子供室を作るため，と成長段階IC応じた対応が一応
考えられている。しかし，親の側からのとれらの対応は
一般的にいって，子供の欲求より常に一段階ずつ遅れて
なされているといえる。又，子供の空間確保の必要性を
表-12家具の配置替えについて
|アパート テラスノ、ウス
有 行なった乙とがある 肱 2% 72. 5 
行なった乙とがない 9.9 16. 3 
無 不 明
一1.9 11.1 
理 子供のため 62.1 53.5 
新しい家具が僧えたから 48. 2 34.5 
室の雰悶気をかえるため 65.2 56.9 
由 その他 7.6 一8.6 
独立したそ匹供室を作るため 13.9 3.6 
子供
子供のものをまとめて子供用 12. 8 17.9 コー ナーを作るため
の 机作、本初等で勉強する場所を 34.8 32. 2 すこ るため
め 長子場誕生をで増えた幼児用家具 16. 0 17.9 '- の世 作るため
の 成長1ζ伴い増える子供用家具 9.1 3.6 体具 の置場ー を作るため
子を供広が動すきやすいように空間的 く るため 16. 0 28.6 な ピアノ、オルガンの1置き場を自 10.2 3.6 
自作j 作るため
その他 8.6 7. 1 
居 学
最も強〈感じ，現実の強い制約の下で，それを確保する
ために，殺が家具の配置替えという行為にはiるのは，学
令期IC速した時期が最も多いことがわかった。
Y.まとめ
1. 遊びのための外出頻度は，殺の目を必要とする b
ランクでは居住階数と密接な関係をもっている。戸外で
の遊びの継続時間は乙れに反比例している。cランク以
上になると，階数の影響が弱まり，遊びの外出頻度，継
続時間共iζ，殆んど関連がみられない。
2. 庭，バルコニーとも，1 才~ 1才 6 ヶ月末満で最も
多く使用され始め， その使用状態も.r絶えず出入りし
て「遊んでいる。 必要性は忽より，子供の方が強く要求
し，アパートより，現iζ庭をもっテラスハウスの親の方
がより必要と恩っている。
3. 母と子の接触待問は，bランクが震も長く，兄弟
数iζ反比例している。 (Cランクにおいて特IC著しい。)
同居人の有無についても同級で，どのランクICもあらわ
れている。遊びにおける接触空間は，居間を中心IC，戸
外，D.K.の願となっている。
4. 子供用家具の特殊な処分方法として.r転用Jr捨
てるJrあげるJの他IC，ベビーベッ ト，入浴タライ等
の品目について， r返すJがあった。所有期間は処分率
の高いものでもほぼ5年以内となっている。
5. ある一定の住空間において，子供空間の成り立ち
方をみてみると，子供室確立型，子供室磁立前期型，寝
室 ・遊びコーナー確立型，遊びコーナー確立型，子供空
間不在裂の5つがみられた。
6. 子供空間確立のされ方については，兄弟数Oが負
の要因となり，兄弟数1が正の妥因となる。 2以上及び
同居人がある場合は，空間的な制約が負の要因となる。
7. 子供が何等かの意味で，具体的に空間を欲求する
時期は， C ランクでほぼ完成されるといえる。一方，殺
の対応、としては，初期の新しく増えた幼児用家具の霊場
を作るための配置替えから，遊び空間を広くするため，
玩呉中心の子供コーナーを作るため，入学を契機に勉強
する場所を作るため，独立した子供室を作るため，と成
長iζ応じた対応が考えられている。しかし，常IC子の欲
求より.一段階遅れた対応がなされている。
以上， 本研究の成果をまとめてみた。しかし，まだ今
後lζ多くの問題が残されている。例えば，住宅の高層化
している現在，高廠住宅における幼児の日常生活での屋
外空間との関連，郎ち，エレベーターの問題，を如何に
考え，それを住空間計画IC如何にはね返すかも早急tlC解
明しなければならない問題の1つである。
( 40 ) 
北浦 :住空1mにおける子供の占める位置 -125一
又，子供のための空間そのものの，質的な問題として
は， その形状，色彩，テクスチュア，みえ方，~々に関
する子供の蕊般的な函での反応を錨iえ，より適切な空間
を形成する資料を少しずつでも求めていく必要があると
思う。
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